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南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　４月　２２日　（木）
司会者　藤田　タイ子　　　記録　池田　真希子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 各自能力開発カードを作成してください。保存先は、南病棟→22年度→能力開発カードのフォルダです。面接は4/27より開始、時間を設定していますので各自確認お願いします。

· 2月のカルテチェックの締め切りは4/30（金）となっています。チェック後はカルテより外し、表にチェックをお願いします。
· スタッフの健康診断が始まっています。各自検査日を確認し、忘れずに行っていきま

しょう。

＜患者様連絡事項＞

· 田端　玲子様～本日外泊より帰院時御家族がいらしたら山田PSW（PHS213）へ連絡

して下さい。保護者変更について説明があるとのこと。
　　　　　　　　
· 坂本　和子様～昨日微熱、感冒症状（咳嗽・咽頭痛）の訴えあり昨日夕～総合感冒薬　　　

（PL）[3,0]　3×ndE　2T　処方となっています。夜勤帯発熱あったことから本日胸部、腹部レントゲン、頭部CT施行。検査結果、左肺炎の疑いとの診断から抗生物質（セフジトレン）3T　3×ndE　5T　処方となっています。御家族へは連絡済です。

· 北山　和子様～点滴継続処方となっています。喘鳴著名に聞かれており、去痰剤（ビ　　　　

ソルボン）2A 　追加処方となっています。

酸素飽和濃度安定していることから2L→1Lへと変更。引き続き喘鳴、呼吸状態に注意しながら観察していきましょう。

· 吉田　光男様～感冒症状（鼻汁・鼻声）あり、昨日夕～漢方薬（ツムラ①葛根湯）　

3P 3×vds　2T　処方となっています。

血圧高値（180台）であることも情報提供。血圧高値だが時間を置くと低下していることから様子観察の指示が出ています。

＜入院患者様情報＞

· 玉井　クニ子様～本日昼、207号室へ入院となっています。

　　　　　　　　　食事形態は前回同様大盛り・キザミ・トロミとなっています。御家族より食事は介助だったとの情報あり、本日は様子観察しながら介助摂取しています。誤嚥や窒息の無いよう摂取状態の確認を行っていきましょう。
　　　　　　　　　日赤ではベッド上でリハビリ（右大腿部骨折）行っていたとのこと。

　　　　　　　　　薬については日赤処方は無く、当院処方のみとなります。

　　　　　　　　　手術時輸血を行っていたことから、7月頃に感染症等確認の為採血
行うようにと指示あり。検査Tへは情報提供しています。

　　　　　　　　　現在207号室のドア側で、ベッドで休んでいます。観察しにくいようであれば、室内でのベッド移動を検討していきましょう。

＜患者様NCP評価検討＞

· 橋本　万様～体動活発で、廊下へ出てくることも見られています。廊下徘徊中の他者

との接触からの怪我や、同室内にベッドが増えたことから、ぶつかり怪我等を負うことも考えられます。

事故や怪我の無いよう注意し観察を行っていきましょう。

· 佐々木　貞吉様～先日準夜帯で転倒あり。バイタル以上は無く、様子観察していたと

のこと。普段の行動から予測しにくいところがある方であり、今後も転倒の可能性は十分に考えられます。他者の後ろへ周り、ぶつかるように倒れることもあり、トラブルの可能性も考えられます。

引き続き所在確認を徹底しながら観察を行っていきましょう。

· 藤田　金弘様～現在杖を2本使用していますが、片手に2本持って歩こうとされるこ

とあり。歩行時不安定さあることから杖を使用し歩行するよう伝えていきましょう。

· 慶長　節子様～嘔気、嘔吐が頻回に見られています。食事は短時間で噛まずに摂取さ

れており、介入にも止められない状態です。付き添ったスタッフは少しずつゆっくり食べられるよう繰り返し伝えていくと同時に、摂取状況の観察も行っていきましょう。嘔吐物による他者への迷惑行為も見られており、トラブルにも注意していきましょう。

身体不調を訴えてこない方である為、表情や行動の変化に注意していきましょう。

主治医へも嘔吐続いていることから、情報提供していきましょう。

　　　　　　　　







